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― CiRA研究者の想い
細胞の分子制御をひも解き、個別化医療に結びつける
― CiRAから羽ばたいた人たち
iPS細胞でヒトの進化を再現したい
― 倫理の窓から
先端生命科学と社会との接点

iPS細胞が実現する
新しい創薬のかたち

｜ 特集 ｜ 

京都大学iPS 細胞研究所（CiRA）
Center for iPS Cell Research and Application, Kyoto University

2022年11月26日（土）に、京都大学iPS細胞研究財団
（iPS財団）と共催で一般の方対象シンポジウム「iPS細胞
にできること ～ともにつくる医療の未来～」を開催しまし
た。CiRAからは髙橋淳所長、iPS財団からは山中伸弥
理事長が登壇し、iPS細胞研究を医療応用する上で、
CiRA及びiPS財団の果たす役割について話しました。
トークセッションでは、プレテマー・ヤン大学院生（CiRA
濵﨑研）がモデレーターをつとめ、CiRAの濵﨑洋子副所長
やiPS財団の高須直子理事も加わり、参加者からいただ
いた質問に答えました。

一般の方向けシンポジウムを開催しました

CiRAの高山和雄講師らの研究グループは、iPS細胞や
オルガノイド技術を用いて、新型コロナウイルスが私た
ちの細胞に感染する仕組みを研究し、体の細胞が持つ
EXOC2というタンパク質が重要であることを見出しま
した。新型コロナウイルス感染症の新規治療法開拓に
つながることが期待されます。

iPS細胞とオルガノイド技術を用いた新型コロナ
が感染する仕組みの解明

がん免疫療法のひとつに、がんを認識する能力を人工的に
持たせた免疫細胞（CAR-T細胞）を用いる方法があります。
CiRAの金子新教授らの研究グループは、マウスの固形がん
モデルにおいて抗腫瘍効果を発揮するCAR-T細胞をiPS
細胞から作製する方法を開発しました。高機能なCAR-T
細胞を作製できるようになったことにより、今までは難しい
とされてきた固形がん治療に応用できる可能性があります。

iPS細胞から作製したT細胞のがん抑制効果を
高める手法の開発

呼吸に重要な働きをする肺胞を
作るためには、間葉細胞の働き
が欠かせません。CiRAの後藤
慎平教授らの研究グループは、
iPS細胞から肺胞オルガノイド
を誘導できる間葉細胞を作製す
ることに成功しました。肺の発生
や再生医療の研究、呼吸器疾患
モデルとして様々な疾患の仕組
みを調べるために使われること
が期待されます。

肺胞オルガノイドを作ることができる
ヒトiPS細胞由来間葉細胞の作製

2022年10月31日（月）にオンラインCiRAツアーを開催し
YouTube配信しました。今回は、iPS創薬研究をサポート
している創薬技術開発室を紹介しました。創薬技術開発
室長の戸口田淳也教授が創薬研究について説明した後、
同室の布施広光研究員が、実験室にある「自動細胞培養
装置」について説明しました。当日はライブ配信・オンデマ
ンド配信合わせて、約650名の方にご視聴いただきました。

CiRAツアーを開催しました

Events Research

自動細胞培養装置について説明をする布施研究員

髙橋所長 山中理事長 濵﨑副所長 高須理事 プレテマ―
大学院生

iPS細胞由来の肺前駆細胞
と間葉細胞から作製した肺
胞オルガノイドの顕微鏡画像

EXOC�（赤）が少なくなると新型コロナウイルス感染（緑）も少なくなる
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iPS細胞の医療応用（ゴール）を目指して 
　京都マラソン2023の開催が決定し、山中伸弥教授が応援大使に就任いたしました。新型コロナウイルス
の影響で一昨年、昨年とオンラインでの実施が続いてきたなか、実に3年ぶりのリアル開催となります。京都
の街を初めて走る方、応援に来られる方、一人でも多くの方にiPS細胞研究のことを知っていただき、これか
らの進展を見守っていただけたらと思います。また、11月に開催された富山マラソン2022に、髙橋淳所長、
山中伸弥教授、戸口田淳也特定拠点教授が参加しました。当日は晴天に恵まれ、うっすらと雪化粧をした
立山連峰と美しい日本海を望む絶景のコースを駆け抜けました。
　これまで参加したマラソンをきっかけに、iPS細胞研究を応援してくださる多くの寄付者の皆様とつな
がり、研究活動が支えられてきました。昨年はiPS細胞を用いた血小板減少症の臨床研究で成果報告を
行ったほか、治療法のない複数の難病の研究において着実に歩みを進めてきました。これからも粘り強い
努力で、不可能な治療を可能にするというゴールを目指します。
　iPS細胞の実用化に向けて複数の臨床研究が進行していますが、革新的な基礎研究を進展させていく
ためにも、さらなるご支援の力が必要です。患者さんに一日でも早くiPS細胞技術を届けるため、あたたかい
お力添えをいただけますと幸いです。

上廣倫理研究部門　准教授
みなり じゅさく文・三成 寿作

　iPS細胞研究を筆頭に先端生命科
学では、生命現象の解明やその医療
への応用が進展しています。この取
り組みでは、社会的信頼を構築して
いくために多様な人々と現状を共有
しつつ、その倫理的・法的・社会的な
意味合いを考慮することがしばしば
求められます。この必要性に対して
私たちはどのように向き合っていく
べきでしょうか。
　先端生命科学の推進においては
社会的規範が存在します。例えば、
法律、行政や専門家集団の策定する
倫理指針等があります。では、このよ
うな社会的規範の形成や改正、その
運用において、多様な人々の参画は
どの程度可能でしょうか。一般の
人々に突然、iPS細胞や受精胚の用途
の是非について意見を求めても当惑
されるかもしれません。先端生命科
学やその実用化が今後の社会にお
いて重要な役割を担うのであれば、
子どもの頃から生命や生のあり方、
また科学技術の意義や社会的含意
についてもっと触れていく必要が
あると思います。加えて、子どもから
高齢者までの様々な世代の人々が、
一堂に会し考えや意見を交換できる
場や仕組みを構築していくことが
望ましいと思います。
　先端生命科学への社会的関与の
あり方に関して、私自身は、近年、専門

「Yahoo！ネット募金」
ご寄付の方法

寄付ページにてお手続きができます。
※領収書は発行されません。
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関する議論の醸成に向け、私たちの
細胞と生活、社会との連帯性を思索
する手法を検討しています。
　禅の教えに、言語のみでは真理に
到達できない意を指す「不立文字」

（ふりゅうもんじ）という言葉がある
そうです。専門的言語の使用は専門
知を育み生かす上で大変重要です
が、特に社会的文脈ではその限界が
目立つような気がします。どのような
表現手法でも表現しきれないことは
残るように思いますが、さらなる意思
疎通のために様々な表現手法を探
索する価値はあると感じています。
今は、「芸術鑑賞」や「禅」等について
熟慮された岡倉覚三（天心）の『茶の
本』（The Book of Tea）を読み解い
ているところです。

的言語のみに依らない表現の持つ力
に注目しています。学術論文や学会、
政府審議会等での専門的議論に加
え、「詩」や「小説」、「絵本」、「映画」、

「アート作品」等を介した社会的議論
もまた、先端生命科学の営みや意味
を認識し捉え直す上で大切であると
思うからです。最近では、京都芸術大
学のアート・コミュニケーション研究
センターの方々と一緒に「対話型鑑
賞」（※）という手法の可能性を追求し
ています。対話型鑑賞では、ファシリ
テーターの案内の下、子どもから大人
までの多様な参画者が、アート作品

（対象物）及びその背景や経緯につい
て自らの考えを言語化するとともに、
対話を通じて認識の仕方を学び合う
体験ができます。現在は、生命倫理に

富山マラソンスタート前の
戸口田教授（左）と髙橋所長（右）

富山マラソンを走る山中教授

先端生命科学と
社会との接点

（※） この手法は、����年代後半にニューヨーク近代美術館（MoMA）において開発されたものでワークショップの形態を取ります。����年
�月には、対話型鑑賞の日本上陸��周年を機に、フォーラム「対話型鑑賞のこれまでとこれから」が東京国立博物館で開催されました。

対話型鑑賞に用いたアート作品（一例）
淺井裕介「physis」　越後妻有 大地の芸術祭 ����　（作品の一部を筆者撮影）
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